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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第163期

第３四半期
連結累計期間

第164期
第３四半期
連結累計期間

第163期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (百万円) 79,867 87,634 124,663

経常利益 (百万円) 6,925 9,288 15,143

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 4,963 6,611 10,978

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 7,050 7,974 15,741

純資産額 (百万円) 115,250 128,140 123,861

総資産額 (百万円) 174,054 185,500 180,410

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 46.44 61.86 102.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 64.7 67.4 67.1
 

　

回次
第163期

第３四半期
連結会計期間

第164期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 18.51 21.03
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分表示を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に

関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものです。

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

 
①経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた経済活動が徐々に回復する

中、市場動向や顧客ニーズに対応した製品やサービスの開発と市場投入、全社を挙げたコスト競争力強化などの対

策を積極的に推進してきました結果、前年同四半期比9.7％増加の87,634百万円となりました。売上高の事業セグメ

ント別内訳は、「電力・環境システム事業」が60,692百万円（前年同四半期比6.2％増）、「ビーム・プラズマ事

業」が21,950百万円（前年同四半期比15.8％増）、「装置部品ソリューション事業」が4,991百万円（前年同四半期

比33.2％増）であります。「電力・環境システム事業」の増加は、国内の電力会社向け及び官公庁向けが増加した

ことによるものです。「ビーム・プラズマ事業」の増加は、アフターサービスが増加したことや自動車部品向け

ファインコーティングが回復したことによるものです。「装置部品ソリューション事業」の増加は、国内向け及び

アセアン向けの産業用装置・部品の製造受託が増加したことによるものです。

営業利益は、すべてのセグメントで増収となったことに加え、「ビーム・プラズマ事業」の利益率がアフター

サービスの増加や自動車部品向けファインコーティングの回復等により上昇したことから、全体で9,231百万円（前

年同四半期比36.8％増）となりました。

特別利益につきましては、政策保有株式の一部売却による投資有価証券売却益435百万円及び中国の子会社である

日新意旺高科技(揚州)有限公司の譲渡完了に伴い事業整理損失引当金戻入額22百万円を計上しました。

以上を踏まえ、法人税等の計上を行った結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、6,611百万円（前年同四半

期比33.2％増）となりました。

 
なお、当社グループの業績は、官公庁向け及び一般民需案件で第４四半期に売上が集中する傾向があるため、四

半期別の業績には季節的変動があります。

 
(注)１ セグメントの業績の中の売上高は「外部顧客に対する売上高」で、「セグメント間の内部売上高又は振替

高」は含まれておりません。
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②財政状態の状況

資産は、当第３四半期末で185,500百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,089百万円増加しました。これは受

取手形及び売掛金や短期貸付金が減少しましたが、現金及び預金や棚卸資産が増加したこと等によるものです。

負債は、当第３四半期末で57,359百万円となり、前連結会計年度末に比べ810百万円増加しました。これは未払法

人税等が納付により減少しましたが、前受金が増加したこと等によるものです。

純資産は、当第３四半期末で128,140百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,279百万円増加しました。これは

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加等によるものです。
　

③資本の財源及び資金の流動性

当社グループの資本の財源は、利益による積上げを継続的に行うことを基本方針とし、安定した配当の維持を

図ってまいります。資金の流動性については、利益の確保、資産効率の向上による必要運転資金の増加抑制によ

り、キャッシュ・フローの安定的な確保に努めております。

短期運転資金は、自己資金及び金融機関からの短期借入を基本としており、設備投資や長期運転資金の調達につ

いては、自己資金及び金融機関からの長期借入を基本としております。負債と資本のバランスに配慮しつつ必要な

資金需要に対応してまいります。

　
　(2)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、4,997百万円です。

また、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(3)主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、更新計画のうち、当第３四半期連結累計期間に完

了したものはありません。
 

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設、更新計画は次の通りです。

会社名・事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の
内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

 

日新電機株式会社
九条工場
 （京都市南区）

電力・環境
システム事業

工場 1,573 31 自己資金
2021年
8月

2024年
2月

※1

日新イオン機器
株式会社 滋賀事業所
 （滋賀県甲賀市）

ビーム・
プラズマ事業

工場の
増築

1,000 ― 自己資金
2021年
12月 

2023年
3月 

※2

 

(注) ※１　耐震補強及び合理化目的であり、完成後の増加能力は、算出が困難であるため記載を省略しております。

※２　完成後の増加能力は、算出が困難であるため記載を省略しております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 431,329,000

計 431,329,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2022年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 107,832,445 107,832,445
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 107,832,445 107,832,445 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

― 107,832,445 ― 10,252 ― 6,633
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載する

ことができないため、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 957,900
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,068,617 ―
106,861,700

単元未満株式 普通株式 12,845
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 107,832,445 ― ―

総株主の議決権 ― 1,068,617 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式が36株含まれております。

 

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
日新電機株式会社

京都市右京区梅津高畝町47
番地

957,900 ― 957,900 0.89

計 ― 957,900 ― 957,900 0.89
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2021年10月１日から2021年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 33,058 49,842

  受取手形及び売掛金 46,615 ※2  35,383

  電子記録債権 2,788 ※2  5,088

  棚卸資産 34,197 42,151

  短期貸付金 11,000 －

  その他 3,998 3,371

  貸倒引当金 △190 △231

  流動資産合計 131,467 135,605

 固定資産   

  有形固定資産 33,276 34,591

  無形固定資産 1,222 879

  投資その他の資産   

   その他 14,616 14,595

   貸倒引当金 △172 △172

   投資その他の資産合計 14,444 14,423

  固定資産合計 48,942 49,894

 資産合計 180,410 185,500

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 16,232 ※2  16,703

  短期借入金 2,444 2,246

  未払法人税等 3,329 305

  前受金 14,380 19,496

  賞与引当金 － 2,468

  その他の引当金 1,617 1,482

  その他 12,035 8,332

  流動負債合計 50,039 51,034

 固定負債   

  退職給付に係る負債 5,710 5,772

  その他 799 552

  固定負債合計 6,509 6,325

 負債合計 56,548 57,359
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,252 10,252

  資本剰余金 6,638 6,638

  利益剰余金 100,817 103,795

  自己株式 △301 △301

  株主資本合計 117,406 120,384

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,083 1,798

  繰延ヘッジ損益 12 9

  為替換算調整勘定 2,739 3,670

  退職給付に係る調整累計額 △1,172 △825

  その他の包括利益累計額合計 3,663 4,653

 非支配株主持分 2,791 3,103

 純資産合計 123,861 128,140

負債純資産合計 180,410 185,500
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 79,867 87,634

売上原価 55,210 59,539

売上総利益 24,657 28,095

販売費及び一般管理費 17,907 18,864

営業利益 6,749 9,231

営業外収益   

 受取利息 40 65

 受取配当金 119 159

 その他 196 142

 営業外収益合計 356 366

営業外費用   

 支払利息 59 67

 寄付金 40 75

 その他 80 165

 営業外費用合計 180 308

経常利益 6,925 9,288

特別利益   

 事業整理損失引当金戻入額 － ※1  22

 投資有価証券売却益 622 435

 特別利益合計 622 458

特別損失   

 環境対策費 ※2  34 －

 特別損失合計 34 －

税金等調整前四半期純利益 7,512 9,747

法人税等 2,447 2,932

四半期純利益 5,065 6,814

非支配株主に帰属する四半期純利益 101 203

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,963 6,611
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 5,065 6,814

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 723 △285

 繰延ヘッジ損益 31 △3

 為替換算調整勘定 577 1,094

 退職給付に係る調整額 653 353

 その他の包括利益合計 1,985 1,159

四半期包括利益 7,050 7,974

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,888 7,601

 非支配株主に係る四半期包括利益 162 372
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

連結子会社であった日新意旺高科技(揚州)有限公司は、譲渡が結了したため、第２四半期連結会計期間より連

結の範囲から除外しております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税効果会計適用後の実効税率を見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を

乗じて税金費用を計算しております。但し、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結

果となる場合には、法定実効税率を使用しております。
 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行に合わせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務

対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第10号　2019年７月４日)第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

 
(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日公表分。以下「収益認識会計基準」と

いう。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。なお、「四半期財務諸表に関する会計基

準」(企業会計基準第12号　2020年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累

計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 227百万円 333百万円
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理してお

ります。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

受取手形 ―百万円 28百万円

電子記録債権 ― 〃 105 〃

支払手形 ―　〃 3　〃
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 事業整理損失引当金戻入額

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

連結子会社であった日新意旺高科技(揚州)有限公司の譲渡完了に伴い、事業整理損失引当金戻入額を計上して

おります。

 
※２　環境対策費

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

PCB(ポリ塩化ビフェニル)廃棄物処理に必要となる環境対策費を計上しております。

 
３ 売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 

2021年４月１日　至 2021年12月31日）

当社グループの業績は、官公庁向け及び一般民需案件ともに第４四半期に売上が集中する傾向があるため、四

半期別の業績には季節的変動があります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

減価償却費 2,997百万円 3,098百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月19日
定時株主総会

普通株式 1,709 16.0 2020年３月31日 2020年６月22日 利益剰余金

2020年10月30日
取締役会

普通株式 1,709 16.0 2020年９月30日 2020年12月７日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月18日
定時株主総会

普通株式 1,709 16.0 2021年３月31日 2021年６月21日 利益剰余金

2021年10月29日
取締役会

普通株式 1,923 18.0 2021年９月30日 2021年12月６日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

電力・環境
システム事業

ビーム・プラ
ズマ事業

装置部品
ソリューション

事業
計

売上高       

  外部顧客への売上高 57,167 18,951 3,748 79,867 － 79,867

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

224 56 630 911 △911 －

計 57,391 19,008 4,378 80,779 △911 79,867

セグメント利益 7,270 1,479 379 9,129 △2,379 6,749
 

(注) １ セグメント利益の調整額△2,379百万円には、セグメント間取引消去24百万円、全社費用△2,404百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

電力・環境
システム事業

ビーム・プラ
ズマ事業

装置部品
ソリューション

事業
計

売上高       

  外部顧客への売上高 60,692 21,950 4,991 87,634 － 87,634

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

351 46 550 948 △948 －

計 61,044 21,996 5,542 88,583 △948 87,634

セグメント利益 8,257 3,042 452 11,752 △2,521 9,231
 

(注) １ セグメント利益の調整額△2,521百万円には、セグメント間取引消去8百万円、全社費用△2,529百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、事業環境の変化に対応するため、報告セグメントの区分表示を「電力機器事業」

「ビーム・真空応用事業」「新エネルギー・環境事業」「ライフサイクルエンジニアリング事業」の４つの事業セ

グメントから、「電力・環境システム事業」「ビーム・プラズマ事業」「装置部品ソリューション事業」の３つの

事業セグメントに変更しております。なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区

分方法により作成しております。
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(収益認識関係)

当社グループの売上収益は、主に顧客との契約から認識された収益であり、主たる地域市場における収益の分解

と報告セグメントとの関連は次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）　　　　　　　　　　　 (単位：百万円）

 

報告セグメント

電力・環境システム
事業

 ビーム・プラズマ
事業

装置部品ソリュー
ション事業

合計

日本 50,301 7,207 1,783 59,293

アジア

アセアン 101 626 2,907 3,635

中国 6,201 9,205 1 15,408

その他 3,964 3,597 212 7,774

北米その他 122 1,313 86 1,523

顧客との契約から生じる収益 60,692 21,950 4,991 87,634

外部顧客への売上高 60,692 21,950 4,991 87,634
 

 
(企業結合等関係)

重要性が乏しいため、注記を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益 46円44銭 61円86銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 4,963 6,611

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(百万円)

4,963 6,611

    普通株式の期中平均株式数(株) 106,874,583 106,874,537
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第164期(2021年４月１日から2022年３月31日まで)中間配当について、2021年10月29日開催の取締役会において、

2021年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しました。

① 配当金の総額                                1,923百万円

② １株当たりの金額                               18円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日     2021年12月６日

 

EDINET提出書類

日新電機株式会社(E01746)

四半期報告書

16/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年２月７日

日新電機株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　京都事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 梅   田   佳   成  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 前   田   俊   之  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日新電機株式会

社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日新電機株式会社及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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